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豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の操業状況について 

 

ＪＥＳＣＯ 豊田事業所 

 

豊田 PCB 廃棄物処理施設の PCB 漏洩事故に関して多大なるご心配、ご迷惑をおかけし心か

らお詫び申し上げます。 

事故発生後、施設の操業を停止し、事故原因の解明と再発防止策並びに施設全体の安全に

係る総点検を行い、その後の試運転で施設全体の総合的安全性を確認いたしました。 

平成１８年７月１８日付で豊田市より操業再開の承認を頂きましたので、７月１９日から

下記の通り運転を再開致しました。 

 

１．運転再開の基本方針 

  ①安全を優先し、ＰＣＢの処理については実力の範囲内にとどめ、再開当初は、処理実 

績のあるトランス・コンデンサの処理能力３０％程度で安全確実に行い、処理施設の

健全性、運転・操業の確実性の確保と維持向上を図り、段階的に処理量を増やして行

くこととし、事業所全体としての安全かつ安定な運転のための実力を向上させ、平成

１９年度から受入計画に基づいた処理を目指します。 

 ②多重の管理体制のもとで、安全に運転します。 

   処理施設の健全性、運転・操業の確実性の確保と維持向上を図るため、内部技術評価

（評価責任者：本社事業部長）を実施しています。 

豊田事業所で１１月に実施した内部技術評価は、処理施設操業開始後（安定操業開

始後）第一回目の技術評価であり、内部技術評価項目（別紙１）の中で重点技術評価

項目を設定して実施しております。なお、技術評価の結果については、取り纏め公表

します。また、以降においても定期的に実施します。 

 ③教育・訓練を継続して、日常のヒューマンエラー防止を確実に実施します。 

  ④日常点検、月例点検でのトラブル対応が、速やかに適切に実施できる体制を維持向上

していきます。 

  ⑤定期点検（３回／年：春期、夏期、冬季）（別紙２）を行い、施設の安全性・健全性

をさらに向上していきます。 

  ⑥緊急時の適切な連絡はもとより、事業だよりやホームページで情報を真摯にわかりや

すく公開していきます。 

 

以上のことを踏まえ、運転再開後は、環境安全の確保を第一とした安全操業を進めて

います。 
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２．運転再開後の主な操業状況等について 

①運転再開後は、操業停止時に処理ラインから外していた約３トンの解体未処理物の処

理を優先して実施しました。 

②次に、事故前に搬入して倉庫保管していたコンデンサ２５４台から処理を開始し、特

殊なコンデンサ（容器の底が２重構造：８台）があったこともあり１０月３１日にす

べての処理が完了しました。 

  ③環境モニタリングの調査を実施した。  

     排 出 源：定期  ７月３１日～１０月     （排気、排水、悪臭）  

     周辺環境：夏期  ７月２４日～ ７月３１日 （大気、土壌、地下水） 

          秋期 １０月１２日～１０月１９日 （大気） 

④収集運搬業者の搬入訓練を７月３１日～８月９日に実施しました。 

⑤PCB 廃棄物の受入について 

・トランス類（１台）は、８月３１日から受入を開始しました。 

・コンデンサ（２４台）は、９月１２日から受入を開始しました。 

・車載トランス（１台）は、１１月１６日から受入を開始しました。 

⑥定期点検（Ｈ18 2/3 回目）を８月１４日～８月２９日間に実施し、定期点検期間中

は操業を停止しました。 

⑦総合防災訓練を９月１２日に実施しました。 

⑧天井裏の取付状況の確認を１０月１９日～１１月１日に実施しました。 

⑧内部技術評価を１１月８日～１１月１０日に実施しました。 

    

３．これまでの処理状況について 

（１）ＰＣＢ廃棄物の受入状況について                １０月末現在 

（注１）：トランス類とは、変圧器、変流器、リアクトル等を含む。 

（注２）：大型トランスとは重量が 1.62t を超えるもの又は大きさが H＝1.57m、L=1.22m、

W=0.93 の内どれか一つでも超えるもの 

ＰＣＢ廃棄物の種類及び数量(台) 

トランス類  

大型 小型 車載 

 

コンデンサ 

 

廃ＰＣＢ等 

（試運転時） 

平成１７年６月～ 

平成１７年８月 

 

１ 

 

５ ８

 

 ５７４

 

（※１）２９

 

                               

平成１７年 ９月 ４   １６ ０  ４２７ ０

平成１７年１０月 ４   １２ ０  ４９０ ０

平成１７年１１月 ３   １４ ０  ２３６ （※２）３

操業停止   （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年  ７月 ０ ０ ０ ０ ０

平成１８年 ８月 １ ０ ０   ０ ０

平成１８年 ９月   ４ ７ ０  １３３   ０

平成１８年１０月 ４ １２ ０ ３２２ （※３）１

操業期間 合計 ２０ ６１ ０ １，６０８ ４
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（注３）：廃ＰＣＢ等とはドラム缶やペール缶 

   （※１）ドラム缶２９本 (計 7,330kg)、（※２）ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿﾊﾞｰ３台 

 （※３）ドラム缶１本 

 

（２）ＰＣＢ廃棄物の処理状況について 

（注１）：トランス類とは、変圧器、変流器、リアクトル等を含む。 

（注２）：廃ＰＣＢ等とはドラム缶やペール缶 

   （※１）ドラム缶２９本 （※２）ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿﾊﾞｰ３台（※３）ドラム缶１本 

 

（参考）ＰＣＢ処理量 

 純ＰＣＢ処理量（kg） 

平成１７年 ９月   ８，７９８

平成１７年１０月   １０，８５７

平成１７年１１月    ７，１７６

操業停止   （H17.11.22～H18.7.18）

平成１８年  ５月 ４，４７９

平成１８年  ６月 ２，２２３

平成１８年 ７月 ３，１３０

平成１８年 ８月 １，９６３

平成１８年 ９月 ７，５７３

平成１８年１０月 １１，５０９

操業期間 合計 ５７，７０８

（注）上記数量には試運転時のトランス・コンデンサのＰＣＢが含まれます。   

   (注) 平成１８年５月、６月は、安全性・健全性検証時等の運転に伴う払出。   

   

ＰＣＢ廃棄物の種類及び数量(台) 

トランス類  

大型 小型 車載 

 

コンデンサ 

 

廃ＰＣＢ等 

（試運転時） 

平成１７年６月～ 

平成１７年８月 

 

１ 

 

５ ８

 

４４７ 

 

（※１）２９ 

                      

平成１７年 ９月 ３ １４ ０ ３８７ ０

平成１７年１０月 ４ １４ ０ ２８８ ０

平成１７年１１月 ３ １１ ０ ３１６ ０
（安全性・健全性の検証時） 

平成１８年５月～ 

平成１８年６月 

 

  １ ３ ０

 

１８  ０

平成１８年 ７月 ０ ０ ０ ２１ ０

平成１８年 ８月 ０ ０ ０ ２ （※２）３

平成１８年 ９月 ５ ７ ０ ２９３ ０

平成１８年１０月  ４ １２ ０ ３０８ （※３）１

操業期間 合計 ２０ ６１ ０ １，６３３ ４
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（３）処理済み物の払出状況について  

① 鉄（容器・鉄心） 

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月 ０    ０

平成１７年１０月 １１ １７，５７６

平成１７年１１月  ５  ７，１０３

操業停止   （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年 ５月     １ １，５２０

平成１８年 ６月 ２ １，０５２

平成１８年 ７月 ２ ５，１１６

平成１８年 ８月  ５  ６，０６７

平成１８年 ９月  ３  ７，６９３

平成１８年１０月  １１  ２１，９２２

合  計 ４０ ６８，０４９

 (注) 平成１８年５月、６月は、安全性・健全性検証時等の運転に伴う払出。   

 

② 銅    

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月 ０  ０

平成１７年１０月  １    １７１

平成１７年１１月  ０  ０

操業停止   （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年 ５月 １ ３７０

平成１８年 ６月 １ ８８０

平成１８年 ７月 ２ １，７５９

平成１８年 ８月  １ ３２９

平成１８年 ９月  １    ８８０

平成１８年１０月 ３ ４，２５０

合 計  １０ ８，６３９

 (注) 平成１８年５月、６月は、安全性・健全性検証時等の運転に伴う払出。   

 

③ 廃ＴＣＢ      

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月 ０    ０

平成１７年１０月  ０  ０

平成１７年１１月  １  ６，３１８

操業停止   （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年 ７月  ０  ０

平成１８年 ８月  ０  ０

平成１８年 ９月  ０  ０

平成１８年１０月 ２  １２，１４７

合  計  １ １８，４６５
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④ 液処理残渣 

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月     ３  ３０，０７９

平成１７年１０月  ７   ７６，３２３

平成１７年１１月   ５  ５６，１８０

 操業停止期間 （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年 ５月 １ １１，１７３

平成１８年 ６月 ２  ２２，３６０

平成１８年 ７月  １  １１，０２４

平成１８年 ８月  ２  ２２，８３４

平成１８年 ９月  ４  ４４，７４０

平成１８年１０月  ６  ６７，７８５

合  計 ２６ ３４２，５０２

 (注) 平成１８年５月、６月は、安全性・健全性検証時等の運転に伴う払出。   

 

⑤ 含浸性部材    

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月 ５ ７，８６９

平成１７年１０月     ２   ７，８９８

平成１７年１１月     ３  １０，６７０

操業停止期間 （H17.11.22～H18.7.18）   

平成１８年 ３月 ２ １，９１６

平成１８年 ７月     １   ２，６０３

平成１８年 ８月     １   １，６４１

平成１８年 ９月     ３   ６，８９８

平成１８年１０月     ４ ６，８４３

合  計    ２１  ４６，３３８

 (注) 平成１８年３月は、操業停止期間中であったが可燃性の廃棄物につき払出。   

 

⑥ 碍子等 

 払出回数(回) 払出量(ｋｇ) 

平成１７年 ９月 １     ６８８

平成１７年１０月  ０       ０

平成１７年１１月  １     ７４２

操業停止期間 （H17.11.22～H18.7.18） 

平成１８年 ７月  ０       ０

平成１８年 ８月  ２        ７８８

平成１８年 ９月  ２      ２３８

平成１８年１０月  ２  ５６６

合  計  ８   ３，０２２
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４．運転再開後の操業条件の実施状況について 

（１）運転会社等と信頼・協力関係を密にしてヒューマンエラーの防止策について（取組） 

  昨年の事故時には、JESCO と運転会社の間で作業上の申し送りが十分でなかったこと

等を踏まえ、伝達漏れや誤解を生じないように、文書化して行うように改善を行って

実施しております。 

① 毎朝定時（9:15 頃～）に中央制御室において JESCO と運転会社の間で、前夜の操

業状況の確認（不具合の発生等を含む）を実施、併せて当日の操業内容をホワイ

トボードに記載し作業者が反復確認できるようにしています。 

また、作業の指示、連絡等（作業上の注意等を含を）は、JESCO と運転会社の

間で文書化し関係者がお互い確認できるようしています。 

   

   NO.1  朝例会（中央制御室）     NO.2  朝例会（中央制御室） 

 

② 毎夕定時（16:00～）に会議室において JESCO と運転会社の間で、当日の操業状況

について作業日報及び操業実績を確認し、指示・連絡等（作業上の注意、不具合

の発生等を含む）は、指示書又は確認書として双方の伝達・内容に遺漏がないよ

うに実施しています。                              

   

   NO.3  夕例会（３F 会議室）      NO.4  夕例会（３F 会議室） 

③ 上記の定時以外の確認・連絡事項についても双方の関係者が文書や図面等で確認

できるように実施しています。 

④ JESCO 社員間は、毎日朝礼を実施し、当日の PCB 廃棄物の受入台数・受入時間、

廃棄物及び有価物等の払出・受入内容等の連絡確認、運転操業予定の連絡等を周

知徹底し、必要に応じて社員に注意を促す等、連絡を密に実施しております。 
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（２）天井材の取付け状況等の確認について（各事業所間の横展開における取組） 

豊田事業所においては、９月３０日に発生した北九州事業所の二次洗浄室の天井の

一部（約２０㎡）が破損・落下するという事故が発生したことを踏まえ、当事業所の

天井構造の再確認と点検を行いましたので、ご報告致します。 

 

１）処理施設の天井構造について 

①パネル天井 

遮蔽フード箇所（１階－解体エリア、４階－裁断破砕エリア・攪拌洗浄エリア・

真空加熱分離エリア－等）の天井及び壁面はパネル（ステンレス板とカラー鉄板

の間にウレタンを充填した厚さ 42mm の板）構造となっており、パネルの縦継と

して専用のアルミフレームが取付けられており、天井裏の鉄骨からそのアルミフ

レームに専用吊りボルトを掛けて天井を吊っています。 

パネル構造内部は、負圧に設定されているが－110Pa 以上になるとインターロ

ックにより排気ラインの安全ダンパーが開き、負圧はそれ以上進まないので 

天井パネルの安全は保たれます。 

②吊り天井 

一般的な天井構造であり豊田事業所では、受入抜油室・受入エリア受渡室・作

業通路・オンラインモニタリング室・中央制御室・電気室・分析関係室等で施工

している。構造としては、天井の石膏ボード板を取り付けた野縁（天井板を貼り

付けるための細長いスチールレール）をハンガークリップで吊りボルトにて鉄骨

材や上階の床に固定されています。 

③天井材なし 

PCB 分解エリア・蒸留エリア等は、上の階の床がそのまま天井となっています。 

  

２）天井構造の確認 

以上の天井構造を踏まえて、作業者が天井裏に入ることができる全ての天井部分 

部について１０月１９日～１１月１日の間に点検を行った。なお、天井裏に入れない

箇所は、各部屋の点検口を開け、目視確認しました。 

①遮蔽フードの天井裏は、作業者がパネル上を歩行することが可能な空間があるの

で、パネル上を歩いて吊りボルト及びバックルを手で力一杯押したり、引いたり

して正常であることを確認しました。 

    写真―№１～№６ 

②吊り天井は、天井裏に配管ラックやケーブルラック等が設置され作業者が入るこ

とができる足場のある箇所については天井裏に入り、天井吊り部材に歪み等がな

いか目視確認し正常な状態であることを確認しました。 

    写真―№７～№１０ 

足場のない部分は無理に入ると天井吊り金具が歪むおそれがあることから、点検

口から天井裏を覗きこんで歪みがないか確認し、正常な状態であることを確認し

た。なお、４階メンテナンス通路の天井裏で遮蔽フードの境部分にケーブルが多

量に天井板の上にのせられていたので、ケーブルを整線して上から吊しました。 

   写真―№１１～№１２ 
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③天井材なし 

     写真―№１３～№１４ 

 

３）今後の対応 

    今回の調査では、安全な状態であることを確認したが、今後、地震等により建物 

の一部が破損した場合又は損壊した可能性があると判断された場合や施設改造等で

天井裏に作業員が出入りした場合は、再度確認点検を行うこととします。 
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アルミフレーム 

天井パネル 

吊りボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＯ．１  遮蔽フード天井裏点検状況（１）    ＮＯ．２  遮蔽フード壁裏点検状況（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．３  遮蔽フード天井吊り材状況       ＮＯ．４  遮蔽フード天井裏点検状況（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．５  遮蔽フード天井裏点検状況（４）    ＮＯ．６  遮蔽フード天井裏点検状況（５） 

 

 

 

 

①パネル構造の天井（遮蔽フード） 
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ダクト・配管ラ

ック用鉄骨材 

ボード クリップ 

野縁 
ハンガー 

クリップ 

ボード

梁吊りボルト 

野縁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．７  吊り天井裏状況（１）          ＮＯ．８  吊り天井裏状況（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．９  吊り天井裏状況（３）          ＮＯ．１０  吊り天井裏点検状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．１１  整線前の状態             ＮＯ．１２  整線後の状態 

 

 

 

 

②吊り天井 
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デッキプレート 

（屋上階床） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．１３  ＰＣＢ分解エリア天井状況      ＮＯ．１４  蒸留エリア天井状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

③天井材なし 

デッキプレート 
（７階床） 


